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中江信男理事による開会挨拶の後、議長に高野洋
氏と種井一平氏の両総代人を選出。総代会の冒頭、
橋本和雄理事長は、7月28日の朝発生した金沢市山
間部の集中豪雨による浅野川氾濫で被災された方々
に対して「お見舞い申し上げると共に、８月２日・
３日の両日、全労済全職員が被災地の各組合員宅を
訪問し、お見舞いと罹災調査をする」と全労済の迅
速な対応を表明。第５期計画の２年目にあたる活動
計画について「本総会で補強を提起する」と述べ、
事業状況では「昨年3月25日の能登半島地震を契
機に自然災害共済は伸びたが、団塊世代の退職によ
り団体セット共済、長期共済が落ち込んだ。経費面
では、別館を取壊し、業務を集中することで効率化
を図った」と報告。今年度の活動については「生協
法改正に伴い、定款の改定をはじめ各制度の改定と
契約者保護の観点から財務基盤強化を積極的に進め
る」と強調し挨拶を締め括った。

次に、来賓の上田弘志石川労福協理事長が「昨年
の能登半島地震では組合員にスムーズな対応をして
いただき感謝している」と挨拶した他、多賀憲二石
川県県民文化局県民生活課課長、羽場利夫金沢市産
業局局長、がそれぞれ祝辞を述べた。また、鈴木正
美全労済中日本事業本部事務管理部長を紹介した。
� ＝次ページへ

「石川県勤労者共済生活協同組合
第53回通常総代会」と「全労済石
川県本部第34回通常総代会」が7
月30日(水)、金沢市の労済会館３
階ホールで、県内の地域・職域の総
代人185名中161名(委任状97名含
む)が出席して開催された。

橋
本
理
事
長

理   事   長
専 務 理 事
理        事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監         事
〃
〃

顧　　　　問

橋 本 　 和 雄
水 野 　 志 郎
南 　 　 高 広
米 田 　 豊 一
浅 野 　 　 正
絹 川 　 　 章
紺 谷 　 充 弘
米 谷 　 光 枝
上 出 美 津 夫
天 満 　 信 夫
古 田 　 政 敏
高 　 　 芳 晴
島 崎 　 靖 夫
荒 木 　 宗 昭
田 口 　 　 登
種 池 　 庄 蔵
村 本 　 直 樹
田 中 　 重 雄
中 江 　 信 男
小 林 　 宣 之
狩 山 　 久 弥
長 田 　 孝 志
坂 井 　 幸 次
渡 村 八 十 年
高 橋 　 昌 子
谷 内 　 一 夫
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橋 本 　 邦 男
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2008年度役員

石川県勤労者共済生活協同組合第53回通常総代会
全労済石川県本部第34回通常総代会

経営基盤の強化を目指す！

（任期2009年7月）
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新公益法人制度改革に関する説明会

引き続き、2007年度の事業伸長に貢献した15
団体と２名の地区運営委員を表彰した。2007年度
の事業報告では、契約件数345,772件、契約口数
38,051,818口で前年比0.1％増、共済金の支払
は22,488件、3,629,027,593円 で 前 年 比8.1 ％
増。経常剰余は、４億6,794万円となり、石川県本
部の剰余金に当たる正味の当期連帯資金受払額は、
1,508万円となったことがそれぞれ報告された。

また、施設事業の1,088万円の減収については、
別館取壊し期間中の2 ヶ月間は貸室業務を中止した
為と減収の説明を付け加えた。

2008年度は、生協法の改正による各種規定の改
正、2012年から施行される国際会計基準を目途に

資金の上積みをしていく。また、各契約では火災
共済299件、自然災害共済963件、こくみん共済
1,933件、自動車共済300件の新規獲得を重点共
済として取り組むことや、県ライフ・サポートセン
ターとの関係強化をはかり、全労済部会未設置地域
の解消に努める等を提案。質疑では、意見は無く、
全ての議案を提案どおり可決した。

理事の補充では、浅野正、米谷光枝、上出美津
夫、高芳晴、島崎靖夫、田口登、小林宣之の各氏が
選任された。
� 県ＬＳＣ事務局次長　一明政行

事務局日誌
<7月>
	 28(月)	 労信協第３回理事会	 フレンドパーク石川
	 29(火)	 第40次欧州労働者福祉視察事前研修会(〜30日)	東京都
	 30(水)	 全労済石川県本部第34回通常総代会	 労済会館
	 31(木)	 新公益法人制度説明会	 地場産業センター　
<8月>　
	 1(金)	 事務局会議	 フレンドパーク石川
	 〃	 北陸三県連合・労福協、労金連絡会議	 北陸労金
	 3(日)	 金沢市内災害ボランティア	 金沢市内　
	 7(木)	 中部労福協第２回幹事会（〜８日）	 名古屋市
	 〃	 ジョブかがわ、おかやま視察研修（〜８日）	 高松市、岡山市
	 8(金)	 第2回労金県庁出張所推進委員会	 県庁
	 19(火)	 食・緑・水ネット第4回幹事会	 連合石川
	 21(木)	 ILO協会来局	 フレンドパーク石川

水野専務理事

今年12月１日より施行される「新たな公益法人制
度」に関する説明会が7月31日(木)、石川県地場産

業振興センターで開催され、県内の
社団法人や財団法人の関係者約600
名が参加し、新制度についての概要
や必要な手続き等について理解を深
めた。

説明会では、内閣府公益認定等委
員会事務局政策企画調査官の上田康
彦講師が「従来公益法人法は民法に
基づき主務官庁の許可を得て設立さ
れていたが、今回の改革によって法
人格の取得を容易にし、明確に定め
られた基準による公益認定を民間有
識者が行うことで、民間非営利部門
の一層の発展が期待できる」と意義
を述べ「国及び都道府県では12月迄
に、新制度への移行認定・移行許可の
申請手続きの効率化を図るため、新
ポータルサイトの電子申請を公開す
る」と各団体参加者に説明した。

なお、説明会には石川労福協より
才田巖専務理事と紙谷加奈子事務局
員が参加した。
� 石川労福協事務局員　紙谷加奈子
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2008年度　中央労福協主催

国内交流「in 大阪」
7月17日(木)〜18日(金)、大阪市シティプラザホ

テルで中央労福協主催の国内交流｢in 大阪｣が、全国
30都道府県から地方労福協やライフ・サポートセン
ター、各事業団体、連合の代表者ら133名が参加し
開催された。

冒頭、主催者を代表し高橋均事務局長より「ここ
２〜３年、労福協運動が面白くなった。今、地域社
会が労福協の活動を求めている」と開会挨拶し、山
田保夫大阪労福協会長が歓迎挨拶した。

引き続き、脇本ちよみ連合大阪事務局長が、大阪
におけるライフ・サポートセンター (ＬＳＣ)設立ま
での取り組みを説明。脇本氏は「大阪ＬＳＣは、連
合大阪が中心となり2008年１月に開設し、現在、
３地区(大阪中央、北河内、大阪南)を拠点に活動し
ている」と述べ、特徴として「大阪社会保険労務士
会も参画している」と話した。

次に、瀬戸良寛大阪労福協事務局長が、大阪ＬＳ
Ｃ相談活動の実態を紹介した。

休憩後の特別報告は、大阪ＬＳＣが取り組んでい
る就業支援の内容について、田中慈晃大阪ホームレ
ス就業支援センター事務局長と沖野充彦NPO釜ｹ崎
支援機構事務局長が、ネットカフェ難民就労支援の
背景やホームレスの実態と就労支援活動について報
告した。

パネルディスカッションは「ＬＳＣの現状と課
題・可能性について」をテーマに、高橋中央労福協

事務局長をコーディネーターとし、パネラーに連合
大阪、大阪労福協、近畿労働金庫、全労済大阪府本
部、大阪社労士会が参加、討議・意見交換し、第1
日目を閉幕した。

２日目は、連合大阪の所在地「エル大阪」に会
場を移し、川口清一連合大阪会長の歓迎挨拶の後、
館内のワンフロアで若者を就業支援するコーナー
(キャリアカウンセリング、PCセミナーなど)と民間
の㈱リクルートが職業紹介している、ジョブカフェ

「若者の就業支援」を視察。昨年の利用者は、合計1
万７千余名と報告された。

最後に、会場から地下鉄で移動し、大阪あいりん
地区で寄せ場(日雇い)の実態などを、５班に分かれ
て現場視察した。大阪ホームレス就業支援センター
NPO釜ヶ崎支援機構の担当者が「ホームレスは、近
年、約１万６千人と減少化しているものの、ネット
カフェなどのホームレス化が約５千４百人と、目に
つきにくいホームレスが増加している状況である」
と説明した。

大阪ＬＳＣでは近年、大阪チャレンジネット(住
宅喪失不安定就労者支援センター )を新設し、イン
ターネットカフェ、漫画喫茶などで寝泊りしている
不安定就労者が、安定的な仕事に結びつくよう就労
支援や生活相談を一体的に取り組んでいる。

なお、視察には石川労福協より才田巖専務理事、
直江圭祐緊急サポートセンターアドバイザー、谷内
英明県LSC事務局次長が参加した。
� 県LSC事務局次長　谷内英明

1日目

２
日
目
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７月５日(土)「第６回地域交流
グラウンド・ゴルフ大会」を羽咋
市の眉丈台地グラウンド・ゴルフ
場で開催した。

数日前からの雨模様とはうって
変わり、午前中から晴天に恵ま
れ、暑い日となった当日、労金友
の会を中心に現役組合員ら67名
の出場選手は、10月の中央大会
を目指し白熱したプレーを繰り広
げ､上位20名を中央大会の出場選
手として決定した。

地域ライフ・サポートセンターだより

第6回地域交流
グラウンド・ゴルフ大会 なぎさクリーン運動

羽　咋

上高地散策の旅
金　沢

＜成績＞
　優　勝　　中村芳雄
　２　位　　下田久枝
　３　位　　井上邦光

唐戸山にサツキ植樹
去る６月８日(土）、地域のボラ

ンティア事業の一環として、羽咋
市唐戸山相撲場に、羽咋市花であ
るサツキ40本の植樹を行った。

ＬＳＣ役員から「羽咋市にとっ
て歴史ある唐戸山相撲場に、サツ

７月20日(日)、石川県と羽咋
市主催恒例行事の「なぎさクリー
ン運動」に、協賛団体として羽咋
ＬＳＣ役員と労金羽咋支店職員を
中心に参加した。

時折、雨のぱらつく天候の中、
午前６時より羽咋市の各団体、小
中学校のクラブチームなど多数の
市民が千里浜海岸の流木やペット
ボトル、空き缶などを採集した。

クリーンキャンペーンは、今年
４月にも実施しており、また、海
開き後の為かゴミは少量だった
が、参加者は、約１時間程度の清
掃に汗を流した。

キを植えてはどうか」との声で、
これからの地
域繁栄の願い
を込めて実施
した。相撲観
戦 の 折 に は、
是非ご覧下さ
い。
�羽咋地域ＬＳＣ事務局長　上田清春

8月2日(土)、金沢地域ＬＳＣ
旅行部会主催の「上高地散策の
旅」が実施された。夏休み期間と
人気の行楽地に、多くの家族連れ
や若いカップルの予約申込が殺到
し、早期に満杯の状態となった。

バス５台・総勢164名の参加者
は、往路の東海北陸道全線開通後
の初通行に期待を抱いたが「トン
ネルまたトンネル」に、ちょっぴ
りがっかりしたものの、マイナス
イオン溢れる日本のスイスと名高
い上高地到着後には、すぐに歓
声！大正池や河童橋、明神池など
それぞれの体力にあわせて散策し
た。

復路では、奥飛騨の大自然に囲
まれた露天風呂で汗を流し、心も
体も夏の一日を満喫した旅となっ
た。
�金沢地域LSC事務局長　谷内英明

グラウンド・ゴルフ大会
珠洲・能登

７月11日(金)、珠洲市グラウ
ンド・ゴルフ場で珠洲・能登地域
ＬＳＣ主催の「グラウンド・ゴル
フ大会」を開催した。

10月に行われる県中央大会の
予選会を兼ねたもので、珠洲市、
能登町から参加した234名(男子

128名・女 子106名)の 選 手 は、
32ホールの激戦を展開した。

競技中、時折小雨が降るという

あいにくの天候となったが、無事
にプレーを終了することができ
た。男女各上位10名の県中央大
会での奮闘を期待します。
�珠洲・能登地域ＬＳＣ事務局　権左裕子

＜成績＞
 　 　　  （男子）　  （女子）
 優 勝　本谷　正治　亦木　栄子
 ２ 位　欠　　吉栄　木谷　雅子
 ３ 位　盛田　勇夫　藪下加代子
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第41回夏季体育大会勤体協主催
石川県勤労者体育協会主催「第

41回夏季体育大会」前．中盤の
種目、ソフトボール大会とバス
ケットボール大会が開催された。
「ソフトボール大会」は、７月

６日・七尾大会(七尾市二枚田グ
ラウンド)、７月20日・輪島大会
(輪島市ソフトボール場)、７月
27日･８月17日・金沢大会(金沢
市営専光寺ソフトボール場)が行
われ、七尾大会で志賀電サービ
ス、輪島大会で輪島崎、金沢大会
の１組で近江町大友家、２組で金
沢市従青年部、３組で相球会がそ

れぞれ優勝した。
「バスケットボール大会」(額谷

ふれあい体育館、能美市根上体育
館、白山市松任総合運動公園体育
館、白山市若宮体育館、津幡総合

体育館、津幡運動公園体育館、い
しかわ総合スポーツセンター )は
7月27日、８月10･17日に開催
され、男子の１組で高岡中ＯＢ東
組、２組でカメレオン☆、３組で
ＮＷＳ、４組でＷＡＶＥＭＯＴＩ
ＯＮ、５組で七尾闘男が、女子の
１組でママドール、２組でＣｌａ
ｐがそれぞれ優勝した。

第2回チャリティーゴルフコンペ
小松・能美

小松・能美ＬＳＣ主催の「第２
回チャリティーゴルフコンペ」が
８月４日(月)、小松市のゴルフク
ラブ・ツインフィールズで盛大に
開催された。

スタート時の小雨も午後には
35度を超える猛暑となったが、
13組48名の参加者は怪我も無

く、ホールアウトすることがで
き、全員楽しい一日を過ごした。

表彰式では、庭田茂男ＬＳＣ会
長の挨拶に続き、ドラゴン・ニア
ピン・各順位賞の表彰を行い、当

日プレーヤーとして参加した一川
保夫参議院議員からも挨拶を受
けた。辻洋志ＬＳＣ事務局長が

「チャリティーの金額が21,100
円集った」と発表後、閉会挨拶し
終了した。
小松・能美地域ＬＳＣ事務局次長　山下秀信

＜成績＞
優　勝　牧本浩幸（コマツユニオン）
準優勝　西　憲二（小松精練労組OB）
第３位　北瀬利樹（コマツユニオン）
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さわやかU 浅野川氾濫災害

ボランティア活動に90名が参加 被害宅へ見舞いと調査

７月28日朝、金沢市山間部を襲った集中豪雨によ
り、市中心部を流れる浅野川が氾濫し、住宅全壊２
棟、床上浸水593棟、床下浸水2,033棟、公共建物
や倉庫などの非住家187棟の計2,815棟が大きな被
害を受けた。

今回、金沢市社会福祉協議会からの要請で、さわ
やかＵは、石川労福協・金沢地域ライフ・サポート
センター、連合石川・連合金沢と共催で実行委員会
を立ち上げ、災害復興のボランティア活動を８月３
日(日)に実施することとし、さわやかＵの賛助団体
会員やボランティア会員、他共催団体へ急遽、参加
要請したところ、計90名の申込みがあった。

当日は、朝から30度を超える猛暑のなか８時40
分にフレンドパーク石川に集合。２階大ホールで行
われた出発式では、澤信俊さわやかＵ理事長、才田
巖労福協専務理事、狩山久弥連合石川事務局長がそ
れぞれ挨拶し、総括責任者の綿征一労福協常務理事
が行動内容を説明した。

参加者を３班に分け、実行委員会で用意したマイ
クロバスで浅野町小学校の災害対策本部へ向かう予
定となっていたが、市災害対策本部からの依頼で、
谷内英明金沢地域ＬＳＣ事務局長が先導する第１班
27名は、松ヶ枝福祉会館へ向かい、瓢箪町の民家で
の泥上げ作業となった。他班は、浅野町小学校へ向
かい、現地担当者の指示を受け、２班は冨瀬永連合
金沢事務局長、３班は綿常務理事の先導で、昌永町
の民家の畳搬出や泥上げ、側溝の泥上げ作業を行っ
た。

家の中に入った泥はまだ水分を含み重く、鍬やス
コップが使えず手でかき上げ土嚢袋に入れて運び出
す作業となり、ボランティアは大粒の汗を流し必死
に取り組んだ。

午前11時30分頃には、指示された地域の作業を
終了したが、まだ片付いていない地域を横目で見な
がら、後ろめたい思いで帰路に着いた。猛暑の中で
の作業は３時間が限界であり、参加したボランティ
アは泥だらけになりながら疲労困憊で集合地点のフ
レンドパーク石川に戻り解散した。

参加者は、作業終了後に地元の町民や金沢市職
員、浅野町災害対策本部役員・ボランティアから多
くの感謝の言葉を頂き、微力だったが、災害復興の
お手伝いが出来たと感じ取ったと思われる。

災害が発生して１週間目のボランティア活動と
なったが、被災地ではこれからもボランティアの手
助けが必要になっている。災害対策本部は、個人で
の参加も受け付けており、引続き積極的に参加した
いと思う。

最後に、猛暑の中活動頂いたボランティアの皆様
に心から感謝申し上げると共に、更なるご協力をお
願いします。
� さわやかＵ事務局　野村昇司

全労済は８月２日(土)と３日(日)の両日、集中豪
雨による浅野川の氾濫で被害を受けた契約者宅を訪
問し、お見舞いと被災状況の調査を行った。

調査は、被害エリア内の契約者を事前に抽出し、
被害届けの有無に関わらず被災宅を訪問、橋本和雄
理事長を始め職員全員が休日出勤し、12班(24名)
体制で約140件の調査を行い被災者を見舞った。

当豪雨による８月18日(月)現在の被災状況は、
175件の受付中172件が調査済(残り3件が未調査)、
また、火災共済の対象となる床上浸水の被害は66件
となっている。

昌永橋付近

浅川町付近


